
2156　植調　Vol.55, No.7　(2021)

の向上は主に短稈品種の開発によって
達成されてきており，近年の育成品種
のほとんどは Rht1 か Rht2 のいずれか
を持つ短稈品種である ( 小島ら 2017)。
しかしながら，短稈品種でも単収 600 
kg 程度になると倒伏する場合があり，
これまで以上の多収を狙うには倒伏抵
抗性を強化する必要がある。

加えて，コムギの多収地域であるイ
ギリス，ドイツおよびニュージーラン
ドの多収コムギ品種は，1 穂粒数と千
粒重が大きい穂重型に改良されている 
( 松山 2013; 渡邊 2014)。日本の水稲
育種においても近年，業務・加工用や
飼料用の穂重型多収品種が数多く開発
されており，多収コムギ品種も穂重型
の方向へ育成される可能性がある。穂
重型の品種は地上部モーメントが大き
く倒れやすいため，より高い倒伏抵抗
性を備えていなければならない。

これまでの研究から，日本のコムギ
の強稈性には大きな品種間差があり，
強稈性の特徴にもバリエーションがあ
ることが分かった。異なった特徴の強
稈性を持つ品種間で交配することに
よって，これまでの品種以上に倒伏抵
抗性の大きい形質を付与した多収コム
ギ品種の育成が可能と考えられる。そ
のためには，まず，育種素材となり得
る品種・系統の稈の物理的な形質を測
定して，強稈性の特徴を明らかにする
必要がある。

また，イネでは量的形質遺伝子座 
(QTL) 解析により，異なる生態型の品
種に由来する強稈遺伝子 APO1/SCM2， 
FC1/SCM3 が同定され，コシヒカリに

集積することによって強稈化すること
が明らかにされている (Ookawa et al. 
2010; Yano et al. 2015)。今後コムギ
でも，遺伝解析集団を用いた QTL 解
析やゲノムワイド関連解析 (GWAS) 
を通じて，強稈 QTL とその原因遺伝
子の同定や，イネで同定されている稈
や穂の形態形成の遺伝子のオーソログ
の発見が進み，コムギ品種の倒伏抵抗
性と収量性の改良が飛躍的に進むこと
が期待される。

また，栽培試験の結果から，播種密
度の抑制によってコムギの強稈性と
倒伏抵抗性が向上することが示され
た。先進的な多収栽培を行う北海道の
一部のコムギ農家は，倒伏を防ぐため
に，植物成長調整剤を用いた短稈化の
ほか，播種量や施肥体系の最適化によ
る茎数の管理など，コストと労力をか
けた栽培管理を既に行っている ( 高橋 
2017)。水稲裏作である本州以西のコ
ムギ作では，湿害の発生による苗立ち
不足を懸念して播種密度は高めに設定
されることが多かったが，近年では，
水田における長期畑輪作や排水対策な
ど，苗立ちの安定化に寄与する技術が
普及してきている。本州以西において
も，播種密度の抑制による倒伏抵抗性
と収量性を両立させた多収栽培技術の
開発・普及が望まれる。
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ヒルガオ科ヒルガオ属のつる性多年草。全国の陽当たりのい
い野原や道端，線路際や空き地などに普通。周りの草やフェン
スに巻き付くと背高く伸びる。葉は互生し鉾型～矢尻型。葉腋
から長い花柄を出し淡紅色～白紅色の花をつける。普通結実せ
ず地下茎で増える。

日本原産の在来種である。
真夏の昼間から，直径 5 ～ 6cm の薄紅色のロート状の花を

つけるのであるから，古来，目立たないはずはなかった。地下
茎は食用になるので，縄文人や弥生人たちもその花を目印に利
用していたと考えられる。

その後万葉仮名が使われるようになると，その目立って美し
い「昼顔」が記載されだした。美しい花という意味で「容

かほばな

花」
と呼ばれ，万葉集に恋の歌として 4 首詠われている。しかし
遣唐使が中国から「朝顔」を持ち帰ると，「容花」は「朝顔」
へと移っていく。同じころ，ウリ科ではあるが同じような花を
咲かせる「夕顔」も「朝顔」の対として平安貴族たちに愛され
るようになる。清少納言は枕草子の「草の花は」で「朝顔」，「夕
顔」を取り上げ，紫式部は源氏物語の中に「夕顔」や「朝顔の
姫君」を登場させる。

朝の早いうちから咲き始め，昼前には萎んでしまう朝顔，同
じように夕方に咲き始め翌日の午前中には萎んでしまう「夕
顔」。平安貴族たちはそれらの艶

あで

やかな一日花に儚さを重ね合
わせた。

平安期以降，「朝顔」「夕顔」を詠った歌は多い。しかし「昼
顔」は，となると近代まで待たねばならない。

大正期の歌人木下利玄にこんな歌があった。
　真昼野に昼顔咲けりまじまじと

　　待つものもなき昼顔の花　　　　　　（1914 年『銀』）

爽やかな朝の「朝顔」，暮れ泥む夏の夕べの「夕顔」と違って「昼
顔」には真っ青な空と灼熱の太陽が似合う。こんな情景である。

真夏の炎天下，灼熱の太陽を浴びながら自転車を走らせる。
道幅は自転車同士がお互いに走りながらすれ違えるほど。ペダ
ルを踏む青年の額に汗が迸る。昼下がりで誰もいない。左手に
は生け垣が，右手には長い間手入れもされていないで草生した
公園。子供たちが走り回っているのだろうか公園の草はあちこ
ちで踏みつけられている。公園の片隅に小さな花壇。その花壇
に並ぶようにして 5cm ほどのピンク色の花が咲き誇る。ヒル
ガオである。
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